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布の分散度は何れも1.2程度であり， 1H NMRで決定したラセモダイアドの分率兵は何れも 0.51
ないし 0.52である.これらの試料の約5wt%水溶液について可視光(波長650nm)の透過率を
測定した結果を図1に示す.図中，丸はメタノール中で合成した試料M6(Mw = 6.5 x 104， Q) 
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とT13(Mw = 13.1 x 104，ム)，四角はベンゼン中で合成した試料B5(Mw=4.7×104，甲)と B14
(Mw = 14.4 x 104，白)，ダイアモンドは1，4-ジオキサン中で合成した試料D5(Mw = 5.2 x 104， 
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藤 19，20)によって報告されたリビングアニオン重合法を用いれば，fr ~ 0.5の直鎖試料の合成
が可能である.彼等の方法に従って，五つの直鎖、PNIPA試料， LO.6 (Mw = 5.5 x 103)， L1 
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